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平成 25年 11月定例教育委員会会議録 

 

１．日 時 平成 25年 11月 20日（水）午後２時40分～午後４時 20分 

 

２．場 所 市立公民館・中央地区公民館３階 講座室４ 

 

３．出席者 

  委員長 中野 俊勝  委員長職務代理者 川岸 靖代  委員 谷口  馨 

  教育長 永本 定芳 

 

４．事務局出席者 

教育総務部長      板東 正人   学校教育部長       小池 俊一 

生涯学習部長      植原 和彦   理事兼学校管理課長    門林 啓之介 

総務課長        藤原 芳治   産業高校学務課長     直 清司 

学校教育課長      寺田  博    人権教育課長      篠本 治久 

生涯学習課長      佐藤  正      スポーツ振興課長     元廣 秀晴 

郷土文化室長         南  美恵子   図書館長          森  正之 

総務課参事        大西 謙次   総務課参事        中野 忠一 

 

開会 午後２時 40分 

前回会議録について承認された。本会議録署名者に川岸委員長職務代理者を指名した。 

傍聴人 0名。 

 

報告第 65号 平成 26年度入園園児募集結果について 

○中野委員長 

  報告第 65号 平成 26年度入園園児募集結果について、事務局から説明をお願いします。 

○藤原総務課長 

  11月１日現在の園児募集の状況ですが、５歳児は新規申込が 31人、進級が 532人、４歳児

は申込が 474人でした。５歳児・４歳児合わせまして 1,037人（前年度 1,080人）となってお

ります。定員合計が 2,310人でございますので、定員充足率は 44.9％となっています。歳児別

人口に対する入園申込率は、5歳児が 30.6％（前年度 32.7％）、4歳児が 27.2％（前年度 29.3％）

となっています。 

○中野委員長 

説明が終わりました。ご質問、ご意見等ございませんか。 
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○中野委員長 

  今後の幼稚園のあり方に関しては、今年度設置された岸和田市子ども子育て会議で議論され

ていると思いますが、どのような内容が検討されているのか教えてください。先日、幼稚園を

訪問した際に、保護者の方からアフタースクール（預かり保育）の実施時間を 1時間でも延長

してもらえれば、働きやすくなるとの声がありました。このようなことも、子ども子育て会議

で議論されているのですか。 

○藤原総務課長 

  現在、子ども子育て会議では、市民のみなさまが必要とされている子ども・子育て支援など

に関する施策の必要量や施策に対する意向を把握するためのニーズ調査に向けた準備をして

いるところです。今後は、そのニーズ調査結果の分析を踏まえ、幼稚園のあり方も含めた子ど

も子育て支援事業計画の策定に向けた議論を行っていきます。 

○永本教育長 

  ニーズ調査結果においては、これからの子ども子育て支援に対する様々な要望が出ることが

予測されますが、それぞれの施策、施設を所管する担当部局が、今後のあり方について、教育

委員会としてのしっかりとした理念を確立したうえで、様々なニーズについて検討していくこ

とが大事であると考えます。 

○谷口委員 

  幼稚園訪問で感じたことは、各園とも地域の方々との交流事業などに取り組み、公立幼稚園

の良さを一生懸命ＰＲされている姿に感心いたしました。 

定員に対する充足率が 44.9％と半分を満たない状況で、これからも少子化傾向が続くと考え

られますが、幼稚園の先生の採用などとの関係はどうなるのでしょうか。 

○藤原総務課長 

  幼稚園教諭につきましては、人口推計、公立幼稚園への入園率等を勘案しながら過不足が生

じないように、採用計画を立てています。 

○川岸委員長職務代理者 

  少子化傾向が続く中、各歳児の人口と公立幼稚園への入園率からみると、各幼稚園の定員が

実態とかけ離れており、定員充足率はあまり意味のない数字となっているので、各歳児別人口

に対する公立幼稚園への入園率の動向に注視する必要があると思います。 

○永本教育長 

  公立幼稚園の今後のあり方ですが、地域の方々から愛され、必要とされるよう一生懸命に取

り組んでいかなければならないと思います。一方、他市において民営化の動きもあるので、費

用対効果についても検証しつつ、トータル的な考えを持って公立幼稚園の存在意義を示してい

かなければならないと考えます。 
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報告第 66号 第 16回「いきいき市民のつどい」の開催について 

報告第 67号 卓球台（内折式）の寄附について 

報告第 68号 岸和田城天守閣次期展示について 

○中野委員長 

 報告第 66号から報告第 68号については、書面での報告です。ご意見、質問等ございません

か。 

○佐藤生涯学習課長 

報告第 66号 第 16回「いきいき市民のつどい」の開催については、生涯学習に関する活動

発表や生涯学習をテーマとした語り合いなどのイベントを開催し、市民の生涯学習に対する関

心を高め、参加者が生涯学習について考え、ふれあう機会を提供することで、本市の生涯学習

活動を一層推進することを目的とし、平成 26年 1月 25日（土）、午後 1時 30分から午後 4時

まで、市立産業会館において、「いまを活きる生涯学習 気づいたときがスタートライン」を

全体テーマとして、講師を招いての基調講演・パネルディスカッションを実施します。 

  報告第 67号 卓球台（内折式）の寄附については、11月 6日に岸和田ロータリークラブ様

より、公民館活動推進に使用してもらいたいとの趣旨で、卓球台 40台（400万円相当）のご寄

附を頂いたものです。 

○南郷土文化室長 

  報告第 68号 岸和田城天守閣次期展示については、12月 4日（水）から平成 26年 3月 16

日（日）まで、岸和田城天守閣 2階展示室において、企画展「ちょっと昔のくらしの道具」を

実施します。これまでに寄贈された多数の生活道具類から、比較的最近まで使用されていたモ

ノ、今ではほとんど見られなくなったモノ、全く形態を変えてしまったモノの中から約 100点

を選び、各道具の用途・使用法などをわかりやすく解説しつつ紹介するものです。 

○中野委員長 

特にないようですので、続いて議案の審議に移ります。 

 

議案第 56号 平成 26年度岸和田市立産業高等学校入学者選抜実施要項について 

○中野委員長 

議案第 56号 平成 26年度岸和田市立産業高等学校入学者選抜実施要項について、事務局か

ら説明をお願いします。 

○直産業高校学務課長 

  本件は、平成 26 年度大阪府公立高等学校入学者選抜実施要項が定められたことに伴い、本

市教育委員会においても、7月の定例教育委員会で承認された入学者選抜方針に基づき、平成

26 年度岸和田市立産業高等学校全日制及び定時制の入学者選抜実施要項を定めたいものでご

ざいます。応募資格、募集人員、通学区域、出願方法等については昨年と同様で、全日制の出

願期間は平成 26年 2月 14日（金）、17日（月）、学力検査は 2月 20日（木）、合格者の発表は

2月 27日（木）に行い、定時制については、出願期間を平成 25年 3月 5日（水）、6日（木）、
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学力検査を 3月 12日（水）、合格者の発表を 3月 19日（水）に実施したいと考えております。 

○中野委員長 

説明が終わりました。ご意見、ご質問等ございませんか。 

○中野委員長 

  特にないようですので、原案のとおり承認します。 

 

議案第 57号 岸和田市総合体育館の指定管理者の指定について 

○中野委員長 

議案第 57 号 岸和田市総合体育館の指定管理者の指定について、事務局から説明をお願い

します。 

○元廣スポーツ振興課長 

  岸和田市総合体育館については、平成25年度末で指定管理者の指定期間が満了となるため、

平成 26 年度からの次期指定管理者候補者が公募され、岸和田市指定管理者審査委員会により

選定されましたので、第 4回定例市議会において、指定管理者の指定についてご審議いただく

ものです。選定された指定管理者候補者は、岸和田市公園緑化協会・ミズノグループで、構成

団体は、一般財団法人岸和田市公園緑化協会、美津濃株式会社、ミズノスポーツサービス株式

会社の 3団体です。指定期間は、平成 26年度から平成 30年度末までの 5年間としています。 

○中野委員長 

特にないようですので、原案のとおり承認します。 

 

議案第 58号 教職員人事について 

○中野委員長 

  議案第 58号は、人事案件につき非公開が適当と考えるがいかかですか。 

（ 各委員の同意 ） 

○中野委員長 

非公開への賛同がありましたので、議案第 58号 教職員人事については、非公開とします。 

関係者以外は退席願います。 

（関係者以外退席後、教職員人事について、審議され承認される。） 

 

○中野委員 

  これをもちまして、11月の定例教育委員会を閉会いたします。 

 

閉会 午後４時 20分 
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本会議録に相違ないことを認め署名する。 

 

 

 

委員長 

 

 

 

署名委員 

 

 


